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食中毒細菌の菌体蛋白アミノ酸組成に関する研究

高木光造*.飯田 優*

On the Amino Acid Composition of Cell Pro胎infrom Some Specie自

of Food Poisoning Bac伽 la

Mitsuzo TAKAGI and Atsushi IIDA 

Abstracts 

In the present paper， we report a comparative study on the乱minoacid com-
posiもionof cell proteins from some species of food poisoning bacteria; the six 
strain自ofぬ.eEnterobacteri品。ea串， Arizon晶Pc5，Arizon晶N178，Bethesda Na1A， 
Bωhesda Ala20， B晶.IlerupK6699， B品.IlerupB晶.IlerupM， and one前rainof V ibrio 
para.加emolytic'U8， 0-5. The methoゐ ofpreparations and hydroly自isof cell 
pro勧inswere almosもthe自晶，me品目白0岨 describedpreviously.l I 

Moreover，晶 crudeωH-wall fraction剖阻d 品 cell-wallfraction2，."， were 
prep晶，red金omwhole celI自 ofV. parahae情。lyticu8，according to the folIowing 
proωdure，乱nd色heirdifference in晶minoacid composition was examined. 
An aliquoもvolumeof whole cells， which h晶d been washed with Herbst's 

晶時ifi.cialse晶wa句r，w脇田uspendedin di自tilledwa旬:r，晶nddisinもegr叫edby the 
freezing andもhawingmethod. The suspension of diruptedωHs w品目 centrifuged “low sp田 dもoremove the unbroken ω，lls andぬenat high speed until the crude 
cell-wall fr晶ctionw品目 depo自i旬d. Af旬，rbeing purifi.ed by 品位'eatmen色 wiもh
proぬolyticenzyme; ribonucle品目e阻 dもrypsin，阻晶liquoもvolumeofぬecrude 
ωH・wallwωlayered on top of a line晶，rgradienもofsucrose in晶gl品目白 巴唱ntrifuge
bo悦，le，and then ωnもrifugedto ob句inぬemain cell-wall fr晶ωion_ Finally， e品。h
fraction w品目 dialyzed晶gainstdistilled w乱ter，dried in the desicωtor， and hydro-
lyzed wi仏色hemeぬoddescribed晶，bove. The晶minoacid an晶，lysiswas de旬，rmined
with晶Hi旬。hiAmino Acid Analyzer Model KLA・3. The resul旬m乱ybe自umma-
rized品目folIows.
The main constituen旬 of色hesepro色einswere found色obe glu句micacid， 
ωp晶rtic制 id，alanine， leucine， and ly日ine，and resembled approximately those of 
ぬ.eotherEnもerob副総'ri晶ce腕.肘 The cell pro飴insfrom the two strains of Bethesda 
hadもhericher con色entof glycine， and the one from V. para加側olyti側 8had lower 
畠mount日oftotal ni位ogensand amino acid nitrogen自色hanもheothers， respectively_ 
The amino品。idcomposition ofぬ.ewhole cell and the crude cell-wall食品ctionfrom 
V. para，加e側 lyticu8were foundωresemble色heone of cell pro旬in，buもtheone of 
cell-wall fr晶ctiondiffered considerably企omぬ.eoもhers;もheirmain con前ituentswere 
asp乱rticacid，乱1晶nine，glu旬micacid， leucine， phenylalanine， and v晶line.

館書

著者らは食中毒原因細菌細胞の化学組成と毒性との関係を明らかにする乙とを意とし， まずその予

寧北海道大学水産学部食品他学第二講座

(L晶，boratoryof Food Hygiene， Faculty of 同 heries，Hokkaido U即位'siも，y)
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備的な試験段階として菌体蛋自のアミノ酸組成について検討を続け， 前報1，めでは Vibrioparaha-

emolyticusの生物型1および2， Proteus vulgaris， Escherichia coliおよび Salmonellaenteritidis 

などの各1株について得られた実験結果を報告した。 ζれにひき続き，今回は Arizona，Bethesda， 

Ballerupなど腸内細菌の各2株の菌体蛋自におけるアミノ酸組成を測定して比較を行ない， また前

報りで供試した V.parahaemolyticus生物型1の菌株を用いて， その洗糠菌体より crudecell-wall 

画分および cell-wall画分を分画し，各画分のアミノ酸組成についても比較検討を行なったので， そ

の結果を報告する。

実験方法

供試菌株:供試菌株の ArizonaPC 5， Arizona N 178， Bethesda Na 1A， Bethesd且 Ala20， Ballerup 

K6699および BallerupBallerup Mは大阪府立衛生研究所より分与を受け，また Vibrioμrahae-

molyticus (坂崎の分類による血清型 0-5)は前報1)の実験で供試したものと同ーの菌株で，本学部微

生物学教室より分与を受けたものである。

供試菌体:供試菌の大量培養にさきだって V.parahaemolyticusは BTB.ティポール寒天培地，

その他の菌株は普通寒天培地fL平板画線培養を行ない，培地上に発育した集落より S型集落各1個を

釣菌し，前者は 3%食塩加ブイヨン，その他は普通ブイヨンに接種， 370C一夜前培養し，あらかじ

めマグネチック・スターラーの揖祥子を入れた 21三角フラスコ中の 3%食塩加ブイヨンまたは普通

ブイヨン 1.211L前培養液の2白金耳を接種し， 370Cでマク・ネチック・スターラーによる携持を

続けて培養を行ないつつ，一定時間ごと11:培地の所定量を無菌的に採取して，供試菌の増殖による培

地の濁度を前報1，2)と同様の方法で観察し，対数期直後におけるそれぞれの培養液から 3200Xg，15 

分間の遠心分離により菌体を集め， 5回の洗糠によって培地成分を除去して得た洗糠菌体を供試菌体

として使用した。なお，洗糠液は前記6株の腸内細菌では 0.85%食塩水を，V. parahaemolyticusで

は Herbstの人工海水を用いた。また，菌体蛋自の調製には各供試菌株とも 2回ずつ培養を行ない，

V. parahaemolyticusの菌体の分画には延べ 32回培養を行なって2分し， それぞれ別個に供試した。

菌体蛋自の聞製:前記の各供試菌体について前軒，~)と同様に凍結一融解法による破壊，加熱処理，

エキス分の除去および洗糠などの操作を行なったのち，硫酸デシケ{ター中で減圧乾燥し，恒量化し

たものを菌体蛋白として供試した。

v. parahaemolyticuB菌体の分画:上記の V.parahaemolyticusの供試菌体をwholecell画分とし
て， 乙れより Cumminsら吹 Allsopらのおよび Abdullaらのの細菌細胞壁の調製法に基づいて

crude cell.wall画分と cell-wall画分を調製した。各画分の調製法の概要は Fig.11L示したとおりで

供試菌体をナス型フラスコIL移し，湿菌量として 10%程度tとなるように水を加えて懸濁液としたのち

85.5%エタノールにドライアイスを投じて作った寒剤IJIL浸して揖押しながら凍結させ，つぎに 30-

400Cの温湯Iと浸して溶解し， ζの凍結一融解の操作を6回反復して菌体の破嬢を行なった。ついで液

量の約10倍量の水を加えて均質になるまでスターラーで携持いまず1ωOxg，15分間遠心分離して来

破壊細胞を除去したのち，上層部をとってその中に含まれる菌体破壊画分を沈澱させるため， 22ωOx

g， 15分間高速で遠心分離し，得られた沈澱について低速一高速遠心操作をなお 2固反復して菌体破

嬢函分の分離を計った。この遠心操作3回目の沈澱を少量とって水に懸濁し， visking tube に移して

。OCの冷室中で塩素イオンが検出されなくなるまで水で透析したのち遠心分離して沈澱を集め，乙れ
を crudecell-wall画分として供試した。

低速ー高速遠心操作3回目の沈澱の残余は 0.05M-燐酸緩衝液 (pH7.6) IL懸濁させたのち， リポ

ヌクレア{ぜを終濃度 100μg/mlとなるように加えて溶解し 370Cの恒温器中でスターラーによる

揖持を続げてリボ核酸成分の消化分解を行なった。反応開始後一定時間ごとに反応液の少量をとり，
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Cells ofrpamhgemol劃ticus.

1) 
washed five times with Herbst's artificial sea water by resuspending and centrifuging. 

いwholecell I 
suspended in a small amounts of distilled water and disintegrated by the freezing and 

thawing method!) 

ad困ledwith an aliquot volume of water， centriiuged at low speed (1000Xg， 15 min.) to 

remove the unbroken cells and then at high speed (22000Xg， 15 min.)， and the low. and 

hi菖h.speedcentrifugings were repeated three times. ドialyzedagainst 
I crude cell.wall fractio司

distilled water 

suspended in O.05M.phosphate buffer (pH 7.6) and treated with 5明也entially wit¥ 

ribonuclease (100μg/ml at 37"C) and trypsin (500μg/ml at 3TC) untH the extinction 

山 a叫叫u吋l
washed with M.NaCl by ce叩nt叫tr吋ih釦19訴in喜 andresuspe且d占ingand suspended泊nM.NaCI. . 

layered on川 alinear gradient い… (0似山 i川E

(1200 X g，. 60 min阻.)に. 

dialyzed against distilled water until free from sucrose. 

し同ベ→+刊cωω叫山山…eωd山山ll.w川l.w凶W附a
Fig. 1. Outline ofぬ.epreparation of a crude cell.wall fraction and a ce11l-wal1 食品ction
from whole cells of V. para加emolyti側 8.

光電比色計(日立製 FPW-4型)を用い，フィルター66で吸光値を測定したが，吸光値は反応時間の経

過とともに減少したので，その値が一定になるまで約7時間反応を行なった。ついでトリプシシを終

濃度 500μ.g/mlとなるように加えて溶解し，さらに 37"Cで撹伴を続けて蛋白質の消化分解を計った。

反応後前記同様一定時間毎に反応液の吸光値を測定し，吸光値が減少したのち一定になるまで反応

を続けた。得られた消化液は遠心分離によって M-NaClで1回洗濃し，少量の M-NaCll1:懸濁さ

せ，とれを別11:大海めの方法で遠心管中11:調製した 0-4096シヨ糖密度勾配 M-NaCl溶液11:重層。

して 1200Xg，伺分間ショ糖密度勾配遠心を行ない， 遠心後その主要部を集めて viskingtube Ir.移

し， O.Cの冷室中で塩素イオンが検出きれなくなるまで氷で透析を行なったのち遠心分醸して沈澱を

集め， ζれを cell-wa11函分として供試した。なお，酵素処理以降の操作で用いた試薬および水はす

べてクロロフ宥ルムで飽和して使用した。

以上の操作で得られた wholecell， crude cell-wallおよび cell-wallの各商分は調製後硫酸デシ

ケーターに移して減圧にしたのち， 隔日毎K吸引しつつ-20.Cの氷室中K置き，恒量化させてから

供試した。

測定方法:各供試菌体鑑自および V.para向emolytic即の各供試函分について全窒素をケルダー
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Jレ訟で測定し，また組成ア Eノ酸の測定は各試料1Q......12mgを前報1，5)で行なったと同様の方法で，6N

塩酸とともに封管内で 1100C，22時間加熱後，生成したフミン質を鴻別洗糠し，漉洗液を減圧濃縮し

て塩酸を除去し.pH 2. 2のクエン酸緩衝液で 10mlIC定容化した後， アミノ酸の定量は日立アミノ

酸分析計 KLA-3型で測定した。また測定値は各供試菌Cξ1<::別々に培養し， また大量に培養後混合

し2分して，別々に調製した 2検体における測定値の平均を求めた。

実験結果および考察

Arizona， Bethesdaおよび Ballerupの各2株eV. paraluu:molytiωs 1株の菌体蛋白アミノ酸組

成の7JlIJ定結果を Table1 K示した。 Table1によると Ariz∞aなど 6株の腸内細菌菌体蛋自のア

ミノ酸組成はグルタミン酸がもっとも多く約 9-1196，ついでアスパラギン酸が約 7-1096，またア

ラニンが約6-896，ロイシンが約5-896とほぼ同じ程度で比較的多かった。 Bethesda2株ではグリ

シンカ;6-796でロイシンまたはアラニンについで多く，他の4株の菌体蜜自のグリシンが4......596であ

るのに比べて高い値を示した。 V‘ parahaemolyticusの生物型1(0-5)の測定結果は前報。で報告し

た実験結果tとほぼ合致し，菌体蛋白アミノ酸組成の主要アミノ酸は他の6株の菌体蛋自問様，グルタ

Eン酸，アスパラギン酸，アラニン，ロイシンおよびリクンなどであったが，それらの級成割合は他

の6株に比較するとそれぞれ幾分少ない値を示した。また今回の実験ではグラム陰性拝歯K特有な!}

アミノピメリン酸(以下 D.A.P.と記す}についても定量を行ない，アミノ酸自動分析計で得られるイ

オン交換カラムクロマトグラム上のD.A.P.の溶出位置を Fig.2fL示したが，D.A.P.含量は Arizona

Pc5が1.796でやや多く，他の菌株はいずれも0.4-0.596前後であった。全窒素は Ariz叩 a2株が13.8-

15.296， Bethesda 2株は 15.4-15.596，Ballerup 2株は 14.4-14.796で，いずれも 14-1596前後の値で

あったが，V. parahaemolyticusは 11.596で他の菌株の値IL比較して少なかった。アミノ酸分析に

よる窒素の回収容はBethesda2株は9096前後でもっとも多かったが， Ballerup 2株は85-8796で前

報勾の Proteusvulgarisおよび Salmonellaenteritidisの菌体蛋白とほぼ同様の値であり，ついで

Arizona 2株は 80-8496，V. parahaemolyticus 1ま7096でもっとも少なかった。以上の結果から供

試菌体蛋白のアミノ脳旦成は菌種または菌株によって若干の差異があり，供試菌株中 V.parahae-

molyticus は全窒素量と各アミノ酸の含量が少なく，他の菌株との聞にやや顕著な差がみられ，

Bethesda 2株ではグリシン含量が比較的多いζとが認められたが， ζれらについては培養条件を規整

して，菌体構造の研究とともtとさらに比較検討されねばなちないと考えちれる。また著者らめがさ

きに Eschsrichiacoli， Proteus vulgarisおよび Salmonellaenteritidisの各1株の菌体蛋自につ

いて行なった結果や， Clarkeち的が Pseudomonasaeruginosaの細胞壁画分について行なった結果

によると，ぞれちのアミノ酸組成はいずれもグルタミン酸，アスパラギン酸，アラニン， ロイシンな

どが多く， ζれら 4種のア Eノ酸について本実験の7種の供試歯体蛋白はいずれも ζれに似た組成を

示しているが，その他のアミノ酸では差が認めちれた。なお前報2)で述べたように，細菌のアミノ酸

については細胞壁またはムコペプチドの構成アミノ酸に関する一連の研究があり，ー般に細菌のムコ

ペプチド11:含まれる成分としてアラニン，グルタミン酸， D.A.P.，グリシン，セリン，アスパラギン

酸，オルニチンなどのほか数種類のアミノ酸が知られ，グラム陰性梓菌のムコペブヂド構成アミノ酸

はアラニン，グリシン， D.A.P.などとされている。本実験の供試菌7株はいずれもグラム陰性梓菌

であるが，前述のごとく ζれら供試薗体蛋白中11:グルタミン酸やアラニンが多い ζとは， ζれらの一

部がムコペプチドに由来しているものと考えられ，また D.A.P.は乙れら供試菌株のムコペプチドの

構成単位のーっとして含まれるものではないかと推定される。

V. parahaemolyticusの wholeceU， crude cell-wall画分および cell-wall画分のアミノ酸組成

の測定結果を Table2 1<::示した。 Table2によると菌体蛋白と wholecellのアミノ酸組成はほぼ同
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Ta.ble 1. Amino a.cidωmposi悦onof Arizona Pc5， Arizona. N178， Bethesd晶 Na1A，Beth関白Ala却， B畠UerupK倒的， Ballerup 
B晶llerupM， a.nd V. para加emolyti側 s.(g.of品mino舵 idin hyむolys脚 sper 1∞g.ofprep釘edωUproもein)

lAMZO醐刷吋 IBeth吋|山p I Ball吋|山仰向似仰
N178 Na.1A A1a20. I K6699 I Ballerup M I ゆる)

ムム
Cで

〉ト

陣世

事動

鶏

善寺

Arizon晶
Pc5 

。y自teic品。id 0.13 0.11 008 0.12 0.12 0.16 0.12 

ATBhPr品erotniione品。id 7.01 8.73 10.23 9.60 8.75 9.82 6.99 
3.56 3.61 4.20 3.80 3.53 4.04 2.80 

Serine 1.87 1. 97 2.64 2.50 2.18 2.61 2.13 
Gluta.mic acid 9.31 10.11 11.05 10ω 9.51 10.63 7.73 
Proline 2.13 2.79 2.08 2.36 2.26 2.47 2.54 
Glycine 3.98 4.95 6.00 6.88 4.70 4.98 3.06 
Ala.nine 6.62 6.72 8.04 7.32 7.34 7.32 5.24 
Va.line 4.05 5.50 5.90 5.12 4.03 5.86 2.21 
DAP* 1. 72 0.38 0.51 0.48 0.55 0.54 
Meもhionine 2.82 1. 78 3.93 1.22 1.16 2.77 0.83 
Isoluecine 4.09 4.51 5.42 4.83 4.39 4.86 2.72 
Leucine 5.23 7.48 8.35 7.27 8.01 7.25 4.63 
野rosine 2.45 1.96 3.37 2.38 2.21 2.37 2.03 
Phenyl晶la.nine 3.23 3.<< 4.43 3.69 3.29 3.42 3.05 
Lysine 4.95 5.80 5.43 6.09 6.00 5.64 4.40 
Hi自色idine 1.35 1. 61 1. 62 1.64 1. 73 1.80 1.15 

ANrEga inin8 3.26 5.28 5.23 5.96 5.73 5.17 3.10 
2.32 1.鴎 2.45 2. 72 2.19 1.43 0.67 

Too句f1d.N riegd .mpe抗rぬ10r0 g. 13.80 15.20 15.40 15.50 14.70 14.40 11.50 

N recovered (%) 83.弱 79.28 92.50 89.23 85.<< 86.67 70.00 

Amino a.cid 

I
H
S
-

[
M門
M
門
戸
凶

* Diaminopimelio卸 idw倒的brevi晶飴dωDAP.
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Fig.2. Amino削減叩品.lysiaof出ecell. wall fr晶ctionhydrolysa初日ofV. parahaerrwlytiωS. 

じで，グルタミン酸カ~ 8%前後でもっとも多く，アスパラギン酸が約7%，アラニンが5-6%，ついでロ

イシン， リヲン，フェニルアラニン，グリシン，アルギニンなども比較的多かったが，それらの組成

割合は wholecellの方に幾分多い傾向がみられ， また全窒素およびアミノ酸分析による回収率も

whole cellが高い値を示しており， ζの相違は菌体蛋白を調製する際K whole cell中のエキス窒素

化合物が溶出した ζ とによるものと推察される。また wholecell Kは 0.8%程度のエタノ -jレアミ

ンが含まれる乙とが確認され，その溶出位置を Fig.21<:示した。 crudecell.wall画分はアミノ酸組

成では wholecellとほとんど差がみられなかったが，全窒素は wholece11 K比べて少なしアミノ

酸分析による窒素の回収率はより高い値を示した。 ζれは wholecellを破壊して分画遠心し，のち透

析などの分画精製を行なう ζとによって，ある程度窒素化合物が除去された結果と考えられる。 cell.

wall画分のアミノ酸組成について観察した結果ではアスパラギン酸がもっとも多く約696，アラニン

が約596，グルタミン酸が約4%で，ついでロイシン，フェニルアラニン，グリシン，パリンのl慎にな

っており，乙れら主要アミノ酸の組成割合の順位が whole但 11や crudecell.wa11画分に比較して，

かなり異なる ζとが認められた。また上記6種のアミノ酸のほか，リヲン，アルギニンをはじめ多く

のアミノ酸の組成割合は他の画分に比べて少なく，アミノ酸分析によるアミノ酸窒素の総計は他の画

分の約半分に近い値であったが，乙の ζとは crudecel1.wal1画分をさらに酵素消化し，分画する ζ

とによって多くの蛋白質が分解されて除かれた乙とを意味するものと恩われる。なお ce11.wall函分

における D.AP.とエタノールアミンの組成割合はいずれも少ないが， ζれを wholecel1や crude

cell-wall画分における割合に比較すると，他のアミノ酸が減少したのに反してむしろ若干増加する

傾向を示した。前記 Clarkeらめの研究結果によれば，P. aeruginosaの菌体より得られた crudecell.

wal1画分と， とれをトリプシンおよびリポヌクレアーゼで消化して得られた cell.wall画分との問

に各アミノ酸組成割合の差がみられ，酵素処理によって多くのアミノ酸の組成割合が減少する一方，

ムラミン酸，グルコサミン， D.AP.などの細胞壁構成成分とともKエタノールアミンも幾分増加す

る傾向が認められており，本実験の供試菌 v.parahaemolyticus についても ωll.wall画分を精製
分画する過程で乙れと似た結果が得られた ζとから，エタノールアミンが本供試菌株の細胞盛構成成

分として存在する可能性が推察されるが，その存在形態などについては今後なお検討されねばならな

いと考えられる。さらに各種好塩性細菌の細胞壁について行なわれた結果によると，中等度好塩細菌

Pseudomonas sp. (No.101)吟の crudecell.wall商分のアミノ酸組成はアラニンがもっとも多く，つ

いでク。ルタミン酸，グリシン，ロイシン， アスパラギン酸の)1慎で， 少量の D.AP.が含まれている

が，高等度好塩細菌HalobacteriumcutirubrumIO，I1)のcell.wall画分ではO;A.P.は含まれず，グ

リシンがもっとも多く，アスパラギン酸，グルタミン酸，アラニン，スレオニン，ロイシン，セリン

の順となっており，本実験の供試菌株 V.parahaemolyticusの各画分について得られた結果と比較
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T晶，ble2. Amino acid composition of ce11 pro加in，whole 0011， crudeω11・wall
fraction， andωn・wal1fr晶ctionfrom V. parahaemolytieus. (g. of晶mino
acid in hydroly自乱旬岨 per100 g of each prepぽ ation)

Amino品。id

oAmySsPm旬晶OriEもoliicaMB a，cd id 

Serine 
Glu旬 micacid 
Proline 
Glycine 
Alanine 
Valine 
DAP* 
Methionine 
1soleucine 
Leucine 
Tyrosine 

PLhyesninye la，lanine 

E同tidine
Eth晶nolamine

ANrEEi. nino 

Tot品，1amino晶cid-N.per 
1∞g. of dried maも句r
Total.N g. per 100 g. 
of dried mat飴r

N recoV'ered (%) 

||lMndlMO吋Ce11 pro蜘 IWhole cel1 I c~de cel1・wal1叫1叫 l

0.12 0.11 色r晶閃 もr品。。
6.99 6.90 7.60 6.38 
2.80 2.95 3.17 0.35 
2.13 2.32 2.48 trace 
7.73 8.29 8.02 4.36 
2.54 2.12 2.56 0.59 
3.06 3.45 3.53 2.95 
5.24 5.72 5.82 5.02 
2.21 4.12 3.73 2.33 

0.28 0.32 0.70 
0.83 0.82 1.68 0.69 
2.72 3.70 3.32 1.78 
4.63 5.07 5.22 3.80 
2.03 2.02 2.77 1.97 
3.05 3.51 4.19 3.ω 
4.40 4.58 4.08 1.57 
1.15 1.40 1. 29 0.30 
色r乱ce 0.80 0.99 1.42 
3.10 3.84 3.57 1.20 
0.67 1.51 1.23 0.95 

8.05 9.90 9.81 5.90 

11.50 12.20 11.10 

70.00 81.18 88.33 

事Diaminopimelicacid w品目晶.bbrevi品飴d品目 DAP.

しでかなりの差が認められる。

本実験においてはトリプトファン，ムラミン酸などは定量しなかったが，各供試蛋白および各供試

画分に不明のニンヒドリン反応陽性のピークが各試料ごとにそれぞれ6-7個認められ， ζれらの未

知成分も漸次確認されねばならないと考えられる。

なお本実験は食中毒原因細菌細胞の化学組成と毒性との関連を明らかにしようとする研究の予備的

な実験であり，今後各菌株についてそれぞれ多数の菌株を供試し，菌体の各精製商分について生理活

性を明らかにするとともに，その組成との関連について比較検討を行なうつもりである。

要約

1) Arizona， Bethesdaおよび Ballerupの各2株とV:.parahaemolyticusの1株を供試し，それ

らの菌体蛋自のアミノ酸組成について比較検討を行なった。なお v.parahaemolyticusについては
そのwholecellより crudecell-wall画分と cell-wall画分を分画精製し，それら各画分のアミノ酸

組成についても検討を加えた。

2) 供試菌7株の菌体蛋自にはいずれもグルタミン酸，アスパラギン酸，アラニン，ロイシンなど

が多く含まれるが， アミノ酸の組成割合は菌種または菌株によって若干の差があり，供試菌株中
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Bethesda 2株ではグリシンが他の供試菌株IL比較して多かった。また V.μrahaemolyticusは全窒

素量，各アミノ酸の含量が比較的少なし他の菌株との聞にやや顕著な差が認められた。

3) V. parahaemolyticusの cell.wall画分のアミノ酸組成はアスパラギン酸がもっとも多く，つ

いでアラニン，グルタミン酸，ロイシン，フェニルアラニン，グリシン，パリンの順であったが，一

般にアミノ酸の組成割合は wholecellやcrudecell.wall画分K比べて少なしアミノ酸分析による

アミノ酸窒素の総計は他の画分のほぼ半分の値であった。またいずれの爾分にも少量のエタノールア

ミンが含まれ， ζれが本供試菌株の細胞壁構成成分として存在する可能性が推察された。

終りに臨み，本稿を御校関下さった本学部微生物学教室坂井稔教授，試料の菌株を分与下さった

大阪府立衛生研究所，本学部微生物学教室ならびに，本実験の遂行に協力きれた石井チエ子氏に厚く

御礼申し上げます。
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